
・読者の声

・購読者を募集しています！

・次号予告

まじわる災害公営住宅 ⑦
　鹿野復興公営住宅（宮城県仙台市太白区）

まちの仕組み㉚
　地域住民主体の見守りと交流で被災者を支援（宮城県涌谷町）

私の地域の元気興し「S-1グランプリ 第２回いがす大賞」①
　大平北部ネットワーク（福島県二本松市）

東北の元気㉔
　社会福祉法人一関市社会福祉協議会（岩手県一関市）　
 
宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

場の力⑰
　集いから生まれる活力
　栃木避難者母の会（栃木県）

［2015年4月20日発行］

32vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

にぎやかに踊りの練習をする石巻市大街道地区の「たんぽぽ会」の例会

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。

9
エンタメだョ！
全員集合

特集
10

15

本体 286 円 + 税

● 踊りで、自分も地域も元気に！
   たんぽぽ会（宮城県石巻市）
 
● 災害公営住宅を核に地域活性化
    七日町中央通り商店街振興組合（宮城県大崎市）
 
● 笑いが支える心と暮らし
   素人演芸ひとり座「おだずもっこ～ズ」（宮城県仙台市）

3

7

5

☆専門家に聞く地域づくりのヒント
　（東北学院大学経済学部共生社会経済学科　准教授　齊藤 康則さん）

16

12

14
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エンタメだョ！
全員集合

娯 楽 で つ く る 笑 顔 と 交 流

特集

娯楽や趣味は、人の心を明るく、前向きに、開放的にします。

楽しい時間の共有は、新しい人づきあいへの扉を開いてくれます。

歌謡、演芸、アート、コンサート、ダンス、スポーツなどに取り組む・観賞する、

美容や健康、趣味、教養の講座やサークルに参加する、

旅行、映画、エステ、時には買いものや散歩、食事に出かけることだって、

私たちの心を浮き立たせるすてきなエンターテインメントになりますね。

仮設住宅や災害公営住宅の集会所で行われた楽しい余興、趣味や娯楽の催しが、

そこに居合わせた人の心を和ませ、会話を弾ませるきっかけとなる場面を、

私たちは何度も何度も見てきました。

仮設住宅、災害公営住宅の入居者同士や地域住民との交流づくりに、

エンタメがうまく生かされている事例を改めて紹介したいと思います。

さあ、笑顔と交流を生み出すエンターテイナーたちの登場です。

娯楽や趣味は、人の心を明るく、前向きに、開放的にします。

楽しい時間の共有は、新しい人づきあいへの扉を開いてくれます。

歌謡、演芸、アート、コンサート、ダンス、スポーツなどに取り組む・観賞する、

美容や健康、趣味、教養の講座やサークルに参加する、

旅行、映画、エステ、時には買いものや散歩、食事に出かけることだって、

私たちの心を浮き立たせるすてきなエンターテインメントになりますね。

仮設住宅や災害公営住宅の集会所で行われた楽しい余興、趣味や娯楽の催しが、

そこに居合わせた人の心を和ませ、会話を弾ませるきっかけとなる場面を、

私たちは何度も何度も見てきました。

仮設住宅、災害公営住宅の入居者同士や地域住民との交流づくりに、

エンタメがうまく生かされている事例を改めて紹介したいと思います。

さあ、笑顔と交流を生み出すエンターテイナーたちの登場です。
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3

たんぽぽ会
活動先：上大二会館（宮城県石巻市築山1-31-3）

DATA

踊りで、自分も地域も元気に！
◎たんぽぽ会（宮城県石巻市）

● 自分のできることをして、自ら楽しみ、心の拠りどころに。
● 活動をとおして、地域を元気にし、仲間を生み出す。

ポイント

特集 復興と地域包括ケア

「S-1 グランプリ第 2回いがす大賞」の舞台もにぎやかに！

特集 エンタメだョ！全員集合

あれこれ持ち寄り、お茶を囲んで談笑。笑顔が弾ける

平
均
年
齢
は
68
歳

毎
週
火
曜
日
、
石
巻
市
大
街

道
地
区
に
あ
る
上
大
二
会
館
の

２
階
か
ら
、
に
ぎ
や
か
な
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。
13
時
～
16
時

ま
で
、「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」
の
女

性
10
人
が
集
い
、
手
づ
く
り
の

漬
物
や
お
か
ず
を
持
ち
寄
っ

て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、踊
り
の
練
習
に
励
む
。「
こ

れ
、お
い
し
い
ね
」「
ど
う
や
っ

た
ら
上
手
く
つ
く
れ
る
の
？
」

と
い
う
会
話
か
ら
、「
あ
そ
こ

に
建
っ
た
復
興
公
営
住
宅
を
見

て
き
た
よ
」
と
い
う
旬
の
情
報

ま
で
、
話
は
途
切
れ
る
こ
と
が

な
い
。
そ
う
し
て
い
る
間
も
、

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地

元
の
活
動
者
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
訪
れ
、
そ
の
た
び
に
話
題
が

あ
ち
こ
ち
に
飛
び
つ
つ
、「
〇

月
〇
日
に
お
手
伝
い
す
れ
ば
い

い
の
ね
」
と
着
々
と
物
事
が
決

ま
っ
て
い
く
。
地
域
の
人
か
ら

親
わ
れ
、
頼
ら
れ
る
存
在
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
る
。

14
時
半
を
す
ぎ
る
と
、
そ
れ

ま
で
の
お
茶
の
み
か
ら
一
転
、

踊
り
の
練
習
に
切
り
替
わ
る
。

自
分
た
ち
で
振
り
付
け
し
た
と

い
う
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、20
曲
。

人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
く
る

り
」
が
石
巻
の
仮
設
住
宅
に
暮

ら
す
人
た
ち
の
言
葉
を
も
と
に

つ
く
っ
た
「
石
巻
復
興
節
」
を

は
じ
め
、
民
謡
や
演
歌
、
歌
謡

曲
ま
で
幅
広
い
。
次
の
訪
問
先

の
発
表
演
目
を
話
し
合
っ
て
７

～
８
曲
を
選
び
出
し
、
そ
の
演

目
に
沿
っ
て
、
本
番
さ
な
が
ら

に
40
分
間
ぶ
っ
続
け
で
踊
り
続

け
る
。
曲
に
あ
わ
せ
て
衣
装
や

小
道
具
を
変
え
、
飛
び
跳
ね
た

り
、
回
っ
た
り
と
か
な
り
の
運

動
量
。踊
り
を
覚
え
る
以
上
に
、

体
力
も
相
当
に
必
要
だ
。「
疲

れ
た
！
」
と
汗
を
拭
き
な
が
ら

も
、
そ
の
顔
は
晴
れ
晴
れ
と
笑

顔
。
そ
う
し
て
16
時
前
に
な
る

と
、
あ
う
ん
の
呼
吸
で
片
付
け

と
掃
除
を
済
ま
せ
、「
ま
た
来

週
！
」
と
さ
っ
そ
う
と
帰
っ
て

い
く
。

メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
68

秋田県 岩手県

山形県

太平洋

宮城県
石巻市

福島県



4月刊 地域支え合い情報　VOL.32　2015.4

歳
。
こ
れ
が
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」

の
日
常
だ
。

自
分
も
楽
し
む
活
動

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
暮
ら
す

大
街
道
地
区
は
、
津
波
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
身
内

を
失
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
自
宅
で
涙
し

な
が
ら
暮
ら
す
仲
間
た
ち
を
見

て
、「
い
つ
ま
で
も
泣
い
て
ば

か
り
い
ら
れ
な
い
。
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
を
し
て
自
分
も

楽
し
み
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

取
り
戻
す
活
動
を
し
よ
う
」と
、

代
表
の
村
田
初
恵
さ
ん
が
周
囲

に
呼
び
か
け
、
会
を
立
ち
上
げ

た
。　以

前
か
ら
踊
り
が
好
き
で
、

町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
余
興
な

ど
で
も
自
分
た
ち
で
振
り
付
け

を
し
て
仲
間
と
踊
っ
て
い
た
村

田
さ
ん
。久
々
に
集
ま
り
、久
々

に
バ
カ
笑
い
を
し
な
が
ら
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
た

ち
も
自
分
の
心
と
体
が
ほ
ぐ
れ

て
い
く
の
を
感
じ
た
。
地
元
の

公
民
館
で
あ
る
上
大
二
会
館
が

再
建
さ
れ
る
ま
で
、
一
般
社
団

法
人
B
I
G 

U
P
石
巻
が
大

街
道
地
区
の
民
家
を
活
用
し
て

運
営
す
る
「
街
の
駅
た
ん
ぽ
ぽ

の
家
」
で
練
習
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、会
の
名
称
は
自
然
に「
た

ん
ぽ
ぽ
会
」
と
決
ま
っ
た
。

そ
し
て
復
興
支
援
を
行
う
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
知
り
合
い
、

仮
設
住
宅
で
の
盆
踊
り
を
応
援

し
た
り
、
地
域
の
歌
に
踊
り
を

つ
け
て
披
露
す
る
な
か
で
、
自

分
た
ち
の
踊
り
で
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
く
、
生
き
が
い
に
な
っ
て
き

た
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助

成
金
を
得
た
2
0
1
2
年
秋

か
ら
は
、
小
道
具
や
衣
装
を
少

し
ず
つ
揃
え
る
こ
と
が
で
き
、

活
動
が
活
発
に
。
地
域
の
70
～

80
歳
代
の
人
を
対
象
に
し
た

「
高
齢
者
の
つ
ど
い
」
を
企
画

し
た
と
き
に
は
、
約
40
人
の
参

加
者
と
と
も
に
昼
食
と
踊
り
を

楽
し
ん
だ
。

い
ま
で
は
、
地
元
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
増

え
、
年
間
50
回
の
ス
テ
ー
ジ
活

動
を
こ
な
す
ま
で
に
成
長
。

年
配
の
メ
ン
バ
ー
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
衣
装
替
え
を

担
当
す
る
役
目
を
担
う
。

す
べ
て
ユ
ー
モ
ア
に
包
ん
で

週
１
回
の
例
会
は
、
と
に
か

く
笑
い
が
絶
え
な
い
。「
家
に

い
れ
ば
一
日
テ
レ
ビ
。
こ
こ
に

来
る
の
が
楽
し
い
」「
た
ん
ぽ

ぽ
に
行
く
、
と
い
う
と
家
族
は

何
も
言
わ
な
い
」
と
メ
ン
バ
ー

は
微
笑
む
。
踊
り
以
外
に
手
芸

を
楽
し
む
こ
と
も
あ
る
。

「
家
の
用
事
は
ぶ
ん
投
げ
て

で
も
、こ
こ
に
は
必
ず
来
る
！
」

と
誰
か
が
言
え
ば
、「
オ
レ
た

ち
、
百
歳
ま
で
生
き
っ
ぺ
し
」

「
這
っ
て
で
も
こ
の
２
階
に
上

が
っ
て
く
る
！
」「
で
も
ト
イ

レ
は
１
階
だ
か
ら
、
ま
た
降
り

な
き
ゃ
な
ら
な
い
（
笑
）」
と

大
笑
い
。

震
災
時
、
必
死
に
木
に
つ
か

ま
っ
て
助
か
っ
た
こ
と
。
浸
水

し
た
自
宅
の
床
下
に
入
っ
て
、

重
い
ヘ
ド
ロ
を
掻
き
出
し
た
こ

と
。
つ
ら
い
、
悲
し
い
話
題
も

す
べ
て
ユ
ー
モ
ア
に
包
ん
で
、

み
ん
な
で
笑
い
合
う
。
た
ん
ぽ

ぽ
会
は
い
ま
や
、
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
。

地
域
に
目
配
り

メ
ン
バ
ー
に
は
、
現
役
の
民

生
委
員
が
２
人
い
る
。
元
民
生

委
員
や
元
婦
人
部
長
も
い
る
た

ん
ぽ
ぽ
会
は
、「
地
域
に
目
配

り
し
、
必
要
な
こ
と
を
探
し
出

し
て
そ
の
担
い
手
を
発
掘
し
、

小

特集 エンタメだョ！全員集合

育
て
る
の
が
上
手
」
と
、
石
巻

市
社
協
・
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
鈴
木
麻
千
子
さ

ん
は
評
す
る
。
た
と
え
ば
、

「
高
齢
者
の
つ
ど
い
」
は
、
昨

年
か
ら
主
催
を
別
の
団
体
に
渡

し
つ
つ
、
自
分
た
ち
も
参
画
し

て
場
の
盛
り
上
げ
役
に
徹
し
て

い
る
。
地
域
で
は
、
健
康
体
操

や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
に
興
味
の
あ

る
人
た
ち
を
誘
い
、
次
々
と
グ

ル
ー
プ
化
し
て
活
動
を
独
立
さ

せ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
、
つ
か
ず
離
れ
ず
の
距

離
感
が
「
絶
妙
」
と
鈴
木
さ
ん

は
話
す
。
い
ま
村
田
さ
ん
た
ち

は
、
家
に
こ
も
り
が
ち
な
男
性

の
存
在
が
気
に
な
っ
て
い
る
。

「
囲
碁
や
麻
雀
の
で
き
る
大
人

の
社
交
場
を
つ
く
り
た
い
ね
」

と
、
た
ん
ぽ
ぽ
会
で
も
話
題
が

弾
む
。

今
年
２
月
に
は
、
被
災
地
で

の
支
え
合
い
の
芽
を
発
掘
し
、

称
え
合
う「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ

第
2
回
い
が
す
大
賞
」（
詳
細

は
12
頁
参
照
）
の
最
終
選
考
会

で
踊
り
を
披
露
し
、「
の
さ
る

賞
」
を
受
賞
し
た
。

「
み
ん
な
も
や
ら
い
ん
！
小

さ
な
輪
が
大
き
な
輪
に
な
っ
か

ら
」
と
い
う
た
ん
ぽ
ぽ
会
の
呼

び
か
け
に
、
次
は
あ
な
た
が
応

え
る
番
だ
。

「みんなもやらいん！小さな輪が大きな輪になっから」

たんぽぽ会

代表　村田 初恵さん



5

◎七
な の か ま ち

日町災害興公営住宅 / 七日町中央通り商店街（宮城県大崎市古川）

災害公営住宅を核に地域活性化
七日町災害公営住宅の広場と集会所（写真奥）で開かれた交流イベント「なないろデー」

ポイント

● 商店街と地域の活性化策に、災害公営住宅の入居者支援を組み込んだ。
● 災害公営住宅の立地は地域おこしのチャンス！

山形県
太平洋

宮城県
大崎市

岩手県

商
店
街
の
真
ん
中
に
災
害
公

営
住
宅
―
―
こ
れ
を
機
に
地
域

全
体
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組

み
が
、
宮
城
県
大
崎
市
古
川
の

中
心
市
街
地
、
七な

の
か
ま
ち

日
町
地
区
で

始
ま
っ
た
。
災
害
公
営
住
宅
の

敷
地
と
集
会
所
で
、
生
鮮
品
の

屋
外
販
売
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
美

容
・
健
康
・
趣
味
・
教
養
な
ど

の
講
座
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ベ

ン
ト
が
定
期
開
催
さ
れ
る
。
２

月
17
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
入
居
者
を
は

じ
め
周
辺
か
ら
多
く
の
住
民
が

集
ま
っ
た
。
入
居
者
と
地
域
住

民
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
が
、
衰
退
の
危
機
に
直
面

す
る
商
店
街
の
再
生
と
セ
ッ
ト

で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

商
店
街
再
生
の
き
っ
か
け
に

七
日
町
中
央
通
り
商
店
街

は
、
大
崎
市
役
所
本
庁
舎
（
古

川
七
日
町
１
‐
１
）
か
ら
東
側

へ
延
び
る
目
抜
き
通
り
に
沿
っ

て
、
衣
料
品
店
や
飲
食
店
な
ど

約
50
店
が
営
業
。
県
北
全
域
か

ら
買
い
も
の
客
が
訪
れ
た
往
時

の
に
ぎ
わ
い
は
、
す
で
に
失
わ

れ
て
い
る
。
郊
外
大
規
模
店
の

進
出
、
核
店
舗
だ
っ
た
総
合

ス
ー
パ
ー
の
廃
業
、
人
口
減
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
30
年
ほ
ど
で

空
洞
化
が
進
ん
だ
。

震
災
後
は
、
被
災
し
た
店
の

閉
鎖
・
撤
退
に
加
え
、
集
客
要

素
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
市
立
病
院

の
郊
外
へ
の
移
転
が
重
な
り
、

衰
退
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
。

商
店
街
を
含
む
一
帯
は
ビ
ジ

ネ
ス
街
で
、
周
辺
地
域
に
比
べ

住
居
が
少
な
い
。
七
日
町
町
内

会
の
加
入
世
帯
数
は
、
65
世
帯

ほ
ど
。
そ
こ
へ
、
市
内
の
被
災

者
や
沿
岸
部
か
ら
の
避
難
者
30

世
帯
が
、
災
害
公
営
住
宅
の
住

人
と
し
て
転
入
す
る
。

災
害
公
営
住
宅
は
、
商
店
街

の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建
て
30

戸
で
、
昨
年
末
ま
で
に
完
成
、

今
年
１
月
入
居
が
始
ま
っ
た
。

取
材
を
行
っ
た
２
月
17
日
時
点

で
、
10
世
帯
が
引
っ
越
し
を
終

え
た
。
以
降
、
徐
々
に
入
居
が

進
む
見
通
し
。

DATA

七
なのかまち
日町中央通り商店街振興組合
佐々木愛

あいいち
一代表理事

〒989-6153
宮城県大崎市古川七日町 8-４２

TEL 0229-22-4145
 FAX 0229-22-1484

集会所でのワークショップ（ハンドクリームづく
りの様子）

特集 エンタメだョ！全員集合
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七
日
町
中
央
通
り
商
店
街
振

興
組
合
は
、
災
害
公
営
住
宅
を

商
店
街
再
生
の
起
爆
剤
と
位
置

づ
け
る
。
そ
の
立
地
に
合
わ

せ
、
商
店
街
を
従
来
の
ビ
ジ
ネ

ス
街
隣
接
・
広
域
商
圏
型
か

ら
、
居
住
ゾ
ー
ン
隣
接
・
地
域

密
着
型
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
方
針

だ
。
日
常
的
な
買
い
も
の
環
境

の
充
実
を
図
り
、
見
守
り
や
交

流
と
い
っ
た
地
域
福
祉
的
な
視

点
も
取
り
入
れ
た
娯
楽
や
趣
味

の
機
会
を
、
災
害
公
営
住
宅
の

集
会
所
や
広
場
を
活
用
し
創
出

す
る
。
具
体
的
な
計
画
の
策
定

は
、
昨
年
末
ま
で
に
終
了
。
い

よ
い
よ
実
施
段
階
に
入
る
。

２
月
17
日
朝
。
七
日
町
災

害
公
営
住
宅
の
通
り
に
面
し

た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
集
会

所
に
、「
七
日
町
テ
ラ
ス
・
な

な
い
ろ
デ
ー
」
と
大
書
き
し
た

の
ぼ
り
が
ひ
る
が
え
っ
た
。

「
七
日
町
テ
ラ
ス
」
は
、
振
興

組
合
に
よ
る
商
店
街
再
生
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
。「
な
な
い
ろ

デ
ー
」
は
、
広
場
と
集
会
所
で

開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
名
称

で
、
七
日
町
に
ち
な
み
７
種
類

の
催
し
が
用
意
さ
れ
る
。
同
日

が
初
開
催
で
、
以
降
毎
月
17
日

を
な
な
い
ろ
デ
ー
と
し
、
継
続

し
て
い
く
。

広
場
に
は
仮
設
テ
ン
ト
が
建

ち
、
休
憩
用
の
イ
ス
と
テ
ー
ブ

ル
、
暖
を
取
る
ス
ト
ー
ブ
が
用

意
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
鮮
な
野

菜
や
水
産
物
、
総
菜
、
漬
け
も

の
な
ど
を
積
ん
だ
バ
ン
タ
イ
プ

の
軽
自
動
車
な
ど
が
11
台
並

び
、
荷
室
を
開
け
て
即
席
の
売

り
場
と
し
た
。

開
会
時
間
の
午
前
10
時
。
気

温
５
度
を
下
回
る
寒
さ
の
な

か
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

次
々
と
来
場
者
が
詰
め
か
け

る
。
は
じ
め
は
高
齢
者
が
目
立

ち
、
１
時
間
ほ
ど
す
る
と
子
連

れ
の
若
い
母
親
が
多
く
な
っ
て

き
た
。
ほ
と
ん
ど
は
周
辺
の
住

民
だ
が
、
災
害
公
営
住
宅
か
ら

出
て
き
た
入
居
者
と
思
し
き
人

影
も
混
じ
る
。

「
こ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
に
」

同
住
宅
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

女
性
（
82
歳
）
に
感
想
を
聞
く

と
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
歓
迎
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
と
こ
ろ
に
引
っ
越
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い

う
の
が
ず
っ
と
続
く
と
い
い
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
２
年
前
に

脳
梗
塞
を
患
い
、
歩
行
が
や
や

不
自
由
だ
が
、
に
ぎ
や
か
な
様

子
に
つ
ら
れ
て
外
に
出
て
き
た

と
い
う
。
両
手
は
す
で
に
、
野

菜
や
総
菜
の
入
っ
た
買
い
も
の

袋
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

集
会
所
で
は
、
ス
イ
ー
ツ
や

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
、
ヨ

ガ
な
ど
５
種
類
の
講
座
と
、

サ
ッ
ク
ス
奏
者
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。

集
会
所
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建

て
、
床
面
積
約
１
０
０
㎡
。
通

り
と
広
場
に
面
し
た
壁
面
は
、

な
ん
と
ガ
ラ
ス
張
り
だ
。
集
会

所
や
広
場
の
構
造
は
、
周
辺
地

域
も
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
設
計
当
初
か
ら
意
識
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
通
り

か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
が

よ
く
見
え
る
。
た
ま
た
ま
通
り

が
か
っ
て
、
立
ち
寄
る
人
も
多

か
っ
た
。

各
種
講
座
は
、
テ
ー
ブ
ル
ご

と
に
開
か
れ
る
５
人
前
後
の
少

人
数
制
で
、
入
居
者
同
士
や
地

域
住
民
が
知
り
合
う
場
と
も

な
っ
た
。
運
営
は
、
女
性
33

人
が
加
盟
す
る
講
師
ギ
ル
ド

「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｆ
ｕ
ｌ 

Ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ

（
パ
ワ
フ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
）」（
事

務
局
：
宮
城
県
美
里
町
）
が
担

当
す
る
。

ギ
ル
ド
代
表
の
東

ひ
が
し

順
子
さ
ん

は
、「
商
店
街
活
性
化
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
は
、
全

国
的
な
課
題
。
こ
の
取
り
組
み

を
成
功
さ
せ
、
モ
デ
ル
と
し
て

発
信
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

商
店
街
振
興
組
合
の
代
表

理
事
・
佐
々
木
愛あ

い
い
ち一
さ
ん
は
、

「
補
助
金
に
頼
ら
ず
継
続
で
き

る
よ
う
、
物
販
や
講
座
運
営

で
は
き
ち
ん
と
利
益
を
出
せ

る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
ち
全

体
の
魅
力
を
高
め
、
人
を
呼

び
込
め
る
よ
う
に
す
る
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、「
宮
城
の
こ
せ

が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
お
お
さ
き
地
域
創
造
研

究
会
な
ど
、
地
元
で
活
動
す
る

複
数
の
地
域
づ
く
り
団
体
が
連

携
・
協
力
し
、
同
住
宅
で
の
イ

ベ
ン
ト
や
サ
ロ
ン
に
取
り
組
む
。

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
支

援
と
地
域
づ
く
り
、
商
店
街
再

生
の
組
み
合
わ
せ
が
、
ど
う
発

展
し
て
い
く
か
、
今
後
の
推
移

を
見
守
り
た
い
。

サックス奏者のライブコンサート

「この取り組みをモデル化し全国に発信したい」（東順子さん）

「災害公営住宅の立地を機に、まち全体の魅力高める」（佐々木愛一さん）

七日町中央通り
商店街振興組合

佐々木 愛
あ い い ち

一さん

講師ギルド
Ｐｏｗｅｒｆｕｌ Ｗｏｍａｎ

東
ひがし

 順子さん

木

特集 エンタメだョ！全員集合
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宮
城
県
仙
台
市
を
中
心
に
、

仮
設
住
宅
の
集
会
所
な
ど
を

笑
い
で
沸
か
せ
る
素
人
芸
人

が
い
る
。
素
人
演
芸
ひ
と
り

座
「
お
だ
ず
も
っ
こ
～
ズ
」

座
長
あ
っ
ぺ
と
っ
ぺ
の
助
こ

と
、
山
崎
孜つ

と
むさ
ん
だ
。

「
お
だ
ず
も
っ
こ
」
と
は
、

宮
城
の
方
言
で
「
ふ
ざ
け
る

人
」「
お
調
子
者
」
の
こ
と
。

芸
名
に
あ
る
「
あ
っ
ぺ
と
っ

ぺ
」
は
、「
あ
べ
こ
べ
」
な
こ

と
を
指
す
方
言
。
劇
団
名
の

と
お
り
、「
素
人
演
芸
ひ
と
り

座
」は
座
長
の
山
崎
さ
ん
の
み
。

山
崎
さ
ん
は
定
年
退
職
後

の
２
０
０
５
年
7
月
に
お
だ

ず
も
っ
こ
～
ズ
を
立
ち
上
げ
、

素
人
芸
人
と
し
て
の
活
動
を

開
始
。
高
齢
者
福
祉
施
設
や

町
内
会
、
老
人
会
の
催
し
な

ど
に
赴
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
演
を
行
っ
て
き
た
。
東
日

本
大
震
災
後
は
、
避
難
所
や

仮
設
住
宅
の
集
会
所
、
被
災

地
域
の
公
民
館
な
ど
で
も
活

動
し
て
い
る
。

演
芸
の
内
容
は
、
歌
、
踊

り
、
ト
ー
ク
、
昔
語
り
な
ど
。

平
均
公
演
時
間
は
1
時
間
。

そ
の
な
か
で
、
衣
装
替
え
を

5
回
ほ
ど
行
い
、
小
道
具
や

音
楽
な
ど
を
用
い
て
、
次
か

ら
次
へ
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
富
ん
だ
ネ
タ
を
披
露
す
る
。

特
に
お
年
寄
り
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
歌
謡
曲
や

衣
装
に
も
昔
な
が
ら
の
懐
か

し
い
も
の
が
多
い
。

山
崎
さ
ん
は
石
巻
市
旧
雄

勝
町
の
出
身
で
、
宮
城
の
お

年
寄
り
の
耳
に
な
じ
む
方
言

も
用
い
て
場
を
和
ま
せ
る
。

被
災
地
域
に
も
笑
い
を

東
日
本
大
震
災
の
被
害
を

大
き
く
受
け
た
人
た
ち
の
た

め
に
、
初
め
て
芸
を
披
露
し

た
の
は
震
災
か
ら
間
も
な
い

頃
、
避
難
所
に
使
用
さ
れ
て
い

る
学
校
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

体
育
館
で
演
芸
を
す
る
よ
う

に
依
頼
を
受
け
た
。

「
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
は

芸
を
楽
し
め
る
状
況
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
演
芸
が
場
違
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」。
震
え
る

ほ
ど
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら

公
演
に
踏
み
切
っ
た
。
何
百
人

も
の
避
難
者
を
前
に
公
演
し
、

終
わ
っ
て
み
れ
ば
大
盛
況
。

「
人
は
み
ん
な
楽
し
い
と
こ
ろ

に
身
を
置
き
た
い
の
だ
な
あ
」

と
笑
い
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
た
。

そ
の
後
、
被
災
し
た
人
た

ち
の
笑
顔
づ
く
り
の
た
め
に

笑いが支える心と暮らし
◎素人演芸ひとり座「おだずもっこ～ズ」（宮城県仙台市）

ポイント

●「笑い」で個人の気分も集団の雰囲気も明るく！
● 笑いや芸によって人と人とがつながる！

特集 エンタメだョ！　全員集合

秋田県 岩手県

山形県

太平洋宮城県
仙台市

自前の衣装と小道具で七福神のように！

特集 エンタメだョ！全員集合

DATA

素人演芸ひとり座
「おだずもっこ～ズ」

座長 あっぺとっぺの助
山崎　孜

つとむ

宮城県仙台市宮城野区五輪2-11-12
TEL 090 -1933 -7139



8月刊 地域支え合い情報　VOL.32　2015.4

専門家に聞く地域づくりのヒント
東 京 大学大学院 人 文社会系 研究 科博士後 期課 程単
位取得退学。専攻は地域社会学、市民活動論。大分
大学 福 祉科 学 研究センター講 師などを経て、2012
年４月より現職。東日本大震災では仙台市若林区「六
郷・七郷コミネット」などの活動に関わる。論文に「復
興支 援 活動から見た行政システムと市民社会の『災
後』」（『震災学』６）など。

東北学院大学経済学部共生社会経済学科　准教授

齊藤 康則（さいとう・やすのり）さん

「ポスト復興期」の関係づ
くりにおける、

エンターテインメントの可
能性

　「エンタメだョ！全員集合」という特集タイトルに、あるいは
違和感を覚えた読者もいるかもしれません。しかし、この「エ
ンターテインメント」という言葉には、文字通りの娯楽だけで
なく、歓待（もてなし）という意味が含まれていることを、皆
さんご存知でしょうか。かつて民俗学者の柳田國男は、笑いは

「勇気また元気の源であり、同時に団体生活の親しみを養う力で
ある」（「笑いの本願」）と述べたこともあります。
　今回紹介された３つの事例はエンターテインメントをとおし
た自己と他者、そして人々と地域の関係づくりというテーマに
共通性が見られます。応急仮設住宅から災害公営住宅へ、被災
者の生活の場が移行しつつある現在、こうした観点からコミュ
ニティのあり方を再考することも大切ではないでしょうか。

　発災からの時間経過とともに被災地が〈絶望から希望へ〉向
かうプロセスのなかに、３つの取り組みを位置づけ直してみる
と、どうなるでしょう。「おだずもっこ～ズ」は「芸を楽しめる
ような状況ではない」時期に、被災した人々の「前向きな姿勢」を、
外部の支援者が取り戻そうとする試みです。一方、七日町復興
公営住宅の集会所で開かれるスイーツづくりなど趣味の講座は、

「やってみよう」という参加者の意欲があることが前提条件です。

「たんぽぽ会」が手がける「高齢者のつどい」は、彼（女）ら自
身が中心メンバーとして企画運営などを担っている点で、なお
一層の主体性が求められていると言えます。
　たしかに被災した人々は、時間経過とともに〈受動から能動へ〉
気持ちを変容させていきます。しかし注意しなければならない
のは、彼（女）らが同じように立ち上がるわけではない点です。
言われるところの「復興のスピード」はその人の置かれた状況
によって大きく異なります。被災者（より広い文脈では社会的
弱者）の居場所づくりには、地域のなかに複数のステージに対
応した、多様な活動が存在することが是非とも必要なのです。

　今後の課題も残されています。阪神・淡路大震災以来、「孤独
死」リスクの高さを指摘されてきた中高年男性の参加は、どう
すれば図ることができるでしょうか。また、災害公営住宅の建
設を活性化のチャンスと考える商店街は、生み出された事業を
中長期にわたって持続することができるでしょうか。私たちは
今後の取り組みに注目していきたいと思います。
　「地方創生」が叫ばれる今、地域資源を生かした地域固有のエ
ンターテインメントと、人々の関係性を再構築するプロセスが、
被災地であるか否かを問わず、求められているように思います。

特集 エンタメだョ！全員集合

30
回
以
上
の
公
演
を
行
っ
て

き
た
。
高
齢
者
福
祉
施
設
な

ど
で
は
、
観
客
は
た
い
て
い
20

～
30
人
ほ
ど
だ
が
、
旧
雄
勝
町

に
あ
る
公
民
館
で
の
公
演
に
は

60
人
も
の
人
が
集
ま
っ
た
。

演
芸
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
向
け

の
交
流
会
で
山
崎
さ
ん
が
司
会

を
務
め
る
こ
と
も
あ
る
。
入
居

者
ど
う
し
が
親
交
を
深
め
る
た

め
に
集
ま
っ
て
も
、
司
会
が
か

し
こ
ま
っ
て
い
て
は
そ
の
場
の

空
気
も
堅
く
な
っ
て
し
ま
う
。

わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
和
や
か

な
雰
囲
気
を
つ
く
る
た
め
に
、

山
崎
さ
ん
は
会
の
進
行
を
し
な

が
ら
、
参
加
者
を
笑
わ
せ
る

ト
ー
ク
も
織
り
交
ぜ
る
。

「
復
興
公
営
住
宅
は
、
知
ら

な
い
人
ど
う
し
が
一
つ
屋
根
の

下
の
生
活
を
送
る
よ
う
な
も

の
。
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
が
必
要
」。
山
崎
さ
ん
は
、

笑
い
の
力
を
存
分
に
使
い
、
独

自
の
ス
タ
イ
ル
で
人
と
人
と
の

関
係
づ
く
り
も
支
え
て
い
る
。

芸
を
通
し
て
個
人
を
見
つ
め
る

お
だ
ず
も
っ
こ
～
ズ
の「
ズ
」

は
複
数
の
も
の
を
指
す
が
、
そ

こ
に
は
観
客
が
い
て
こ
そ
公
演

が
成
立
す
る
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
山
崎
さ
ん
一

人
で
は
な
く
、
そ
の
場
に
い
る

人
た
ち
全
員
が
合
わ
さ
っ
て
、

お
だ
ず
も
っ
こ
～
ズ
な
の
だ
。

公
演
中
、
山
崎
さ
ん
は
観
客

と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
ネ
タ

を
進
め
る
。
客
席
に
割
っ
て
入

り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
と
り
な

が
ら
距
離
を
縮
め
る
。
公
演
後

に
は
、
一
人
ひ
と
り
と
握
手
し

て
ま
わ
る
。
手
を
握
る
と
、
観

客
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る

の
か
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る

と
い
う
。

「
震
災
に
よ
っ
て
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
だ
ろ
う

人
た
ち
か
ら
、
頑
張
っ
て
生
き

て
い
こ
う
と
い
う
力
強
さ
を
感

じ
ら
れ
る
」。
観
客
と
向
き
合

う
こ
と
で
、
山
崎
さ
ん
が
相
手

か
ら
受
け
取
る
も
の
も
多
い
。

「
公
演
中
に
倒
れ
て
も
い
い

か
ら
、
死
ぬ
ま
で
演
芸
を
継
続

し
た
い
。
１
人
で
も
喜
ん
で
く

れ
る
人
が
い
る
限
り
、
老
骨
に

鞭
を
打
つ
」
と
語
る
山
崎
さ

ん
。
芸
風
は
お
も
し
ろ
お
か
し

く
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
も
、
芸
の
道
に
は
真
面
目

で
真
剣
。「
あ
っ
ぺ
と
っ
ぺ
」

な
存
在
が
、
一
人
ひ
と
り
の
心

の
な
か
を
明
る
く
し
、
明
る
い

地
域
を
つ
く
る
の
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
清
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高齢入居者向けの「かのサロン」（２月６日）

高齢者向けサロンを開催

鹿野復興公営住宅（２棟70戸）

太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市
太白区

月刊 地域支え合い情報　VOL.32　2015.49

昨
年
７
月
に
入
居
が
始
ま

り
、
住
民
交
流
や
地
元
町
内
会

へ
の
編
入
準
備
が
進
む
鹿
野
復

興
公
営
住
宅
（
２
棟
70
戸
、
仙

台
市
太
白
区
鹿
野
本
町
）。

昨
年
は
、
２
回
に
わ
た
っ
て

交
流
会
が
催
さ
れ
（
本
紙
30
号

に
関
連
記
事
）、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
も
高
齢
入
居
者
向
け
の

「
か
の
サ
ロ
ン
」
が
、
２
月
６

日
と
３
月
10
日
に
相
次
い
で
開

か
れ
た
。

初
開
催
と
な
っ
た
２
月
の
サ

ロ
ン
に
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
連
れ
の
若
い
母
親

ら
も
来
場
。
支
援
者
も
含
め
る

と
約
50
人
が
集
ま
り
、
お
茶
や

お
菓
子
を
味
わ
い
な
が
ら
、
気

軽
な
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
。

区
の
保
健
師
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
民
生
・
児

童
委
員
ら
も
出
席
し
、
健
康
や

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。

同
住
宅
の
集
会
所
が
未
完
成
の

た
め
、
近
隣
の
指
定
生
活
介
護

事
業
所
（
福
祉
作
業
所
）「
こ

ぶ
し
」
を
会
場
と
し
た
。

サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
松
野
昭

次
さ
ん
（
71
歳
）
は
、「
見
知

ら
ぬ
人
の
集
ま
り
だ
っ
た
復
興

公
営
住
宅
で
、
入
居
者
が
少
し

ず
つ
打
ち
解
け
、
仲
良
く
な
っ

て
い
く
の
を
実
感
し
て
い
る
」

と
喜
ぶ
。
松
野
さ
ん
は
、
住
民

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
入

居
者
の
な
か
か
ら
選
任
さ
れ
た

世
話
人
の
１
人
。
今
後
、
ほ
か

の
世
話
人
や
各
階
ご
と
の
「
フ

ロ
ア
長
」
ら
と
協
力
し
、
入
居

者
同
士
や
地
域
と
の
関
係
づ
く

り
を
進
め
る
。

サ
ロ
ン
を
主
催
し
た
の
は
、

町
内
会
や
区
役
所
、
区
と
地
区

の
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
区
民

生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
で
構
成
す
る
「
鹿

野
復
興
公
営
住
宅
支
援
者
連
絡

会
議
」。

連
絡
会
議
は
、
当
面
サ
ロ
ン

を
続
け
な
が
ら
、
徐
々
に
入
居

者
に
も
運
営
に
参
加
し
て
も
ら

い
、定
着
の
メ
ド
が
立
っ
た
段

階
で
、住
民
主
体
の
運
営
に
切

り
替
え
る
考
え
。

連
絡
会
議
事
務
局
を
務
め
る

太
白
区
社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
、
大

久
保
環
さ
ん
は
、「
復
興
公
営

住
宅
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
全
体
が
サ
ロ
ン
な
ど

に
よ
る
支
え
合
い
や
交
流
を
進

展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。
入
居
者
支

援
の
取
り
組
み
が
、
地
域
づ
く

り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
木

鹿野復興公営住宅支援者連絡会議
構成団体（名簿順）：鹿野地区連合町内会、鹿野町内会、鹿
野地区社会福祉協議会、鹿野地区民生・児童委員協議会、
日赤鹿野地区奉仕団、長町中学校避難所準備委員会、鹿野
小学校避難所運営委員会、長町地域包括支援センター、社
会福祉法人仙台市手をつなぐ育成会こぶし、太白区まちづ
くり推進課、太白区区民生活課、太白区保健福祉センター
家庭健康課、仙台市社会福祉協議会中核支えあいセンター、
太白区社会福祉協議会（＝連絡会議事務局）

DATA

鹿野復興公営住宅（宮城県仙台市太白区）

まじわる！

災害公営住宅
第 回7
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４月以降に入居が始まる渋江団地（１戸建てなど計
28 戸）の集会所。周辺住民と共用される

宮
城
県
涌
谷
町

宮
城
県
涌
谷
町
で
は
、
被
災

者
支
援
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
い
っ
た
拠
点
や
組
織

は
設
け
ら
れ
ず
、
生
活
支
援
相

談
員
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

被
災
者
の
見
守
り
や
相
談

と
い
っ
た
個
別
支
援
は
、民
生
・

児
童
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

活
動
す
る
既
存
の
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
が
担
っ

て
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
団
地
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
は
、
受
け

入
れ
地
域
の
自
治
会
が
、
主
体

的
に
取
り
組
む
。

既
存
の
仕
組
み
フ
ル
稼
働

同
町
の
被
災
者
向
け
仮
設

住
宅
は
、
す
べ
て
賃
貸
住
宅
借

り
上
げ
方
式
の
、
い
わ
ゆ
る
み

な
し
仮
設
住
宅
（
次
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
デ
ー
タ
」
参
照
）。
沿
岸

部
か
ら
の
避
難
者
が
多
く
、
ほ

と
ん
ど
は
町
内
に
住
む
親
類

を
頼
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
で

も
孤
立
の
懸
念
が
な
い
と
は

ワ
ー
ク
活
動
に
取
り
込
ま
れ

る
。被
災
者
も
例
外
で
は
な
い
。

高
齢
・
障
害
者
、
心
身
の
不

調
を
訴
え
て
い
る
人
の
独
居

や
夫
婦
だ
け
の
世
帯
、
困
窮
の

懸
念
が
あ
る
世
帯
な
ど
、
生
活

課
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、

定
期
訪
問
の
対
象
と
な
る
。

訪
問
活
動
の
主
軸
と
な
る

の
は
、
民
生
・
児
童
委
員
だ
。

訪
問
は
通
常
月
１
～
２
回
で
、

生
活
課
題
が
重
い
場
合
は
頻

度
を
上
げ
た
り
、
自
治
会
役
員

や
周
辺
住
民
と
の
連
絡
を
密

に
し
て
対
応
す
る
。
高
齢
者
の

場
合
、
原
則
70
歳
以
上
の
独
居

や
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
、
す
べ

て
訪
問
対
象
と
な
る
。

八
雲
区
自
治
会
（
３
１
７
世

帯
）
を
担
当
す
る
民
生
・
児
童

委
員
の
青
木
貴
子
さ
ん
に
よ

る
と
、
同
区
内
で
訪
問
対
象
に

な
っ
て
い
る
被
災
者
は
、
沿
岸

部
出
身
で
民
間
み
な
し
仮
設

住
宅
に
暮
ら
す
独
居
高
齢
者

の
１
世
帯
。

「
一
時
期
精
神
的
に
だ
い
ぶ

言
え
ず
、
既
存
の
地
域
福
祉
や

住
民
活
動
が
フ
ル
稼
働
し
て

対
応
に
当
た
る
。
震
災
前
か
ら

見
守
り
や
サ
ロ
ン
、
介
護
予
防

な
ど
が
活
発
で
、
被
災
者
支
援

の
専
門
組
織
・
人
員
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
高
め
な
か
っ
た
こ

と
が
、同
町
の
特
徴
と
言
え
る
。

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
」
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
呼
び
か
け
で
、
10
年
ほ
ど
前

に
町
内
各
地
区
ご
と
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
民
生
・
児
童
委

員
（
39
人
※
各
行
政
区
に
１
人

ず
つ
）、福
祉
推
進
員
（
２
５
７

人
）、
健
康
推
進
員
（
３
１
８

人
）
と
い
っ
た
地
域
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
や
、
自
治
会
、
地
域

福
祉
会
（
＝
地
区
社
協
）、
町

社
協
、
町
役
場
関
係
各
課
な
ど

が
連
携
す
る
。
計
39
の
行
政
区

単
位
で
運
用
。
住
民
が
近
所
づ

き
あ
い
の
な
か
で
気
づ
い
た

こ
と
を
民
生
・
児
童
委
員
へ
知

ら
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
町
に

転
居
す
れ
ば
、
自
然
に
ネ
ッ
ト

まちの仕組み
宮城県涌谷町

30

地
域
住
民
主
体
の
見
守
り
と
交
流
で

                          

被
災
者
を
支
援

不
安
定
で
、
訪
問
の
回
数
を

増
や
し
傾
聴
も
行
い
ま
し
た
。

出
身
地
に
戻
る
か
、
こ
ち
ら
に

定
住
す
る
か
ず
い
ぶ
ん
悩
ん

だ
よ
う
で
す
。
結
局
こ
ち
ら
に

定
住
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ

の
春
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入

居
を
予
定
し
て
い
ま
す
」（
青

木
さ
ん
）

八
雲
区
は
、
町
内
３
か
所

（
計
48
戸
）
の
災
害
公
営
住
宅

団
地
の
う
ち
、
28
戸
が
建
設

さ
れ
最
大
規
模
と
な
る
渋
江

団
地
（
１
戸
建
て
16
戸
、
長

屋
タ
イ
プ
６
棟
12
戸
）
が
立

地
。
こ
の
４
月
以
降
、
入
居

が
始
ま
る
。
敷
地
内
に
は
、

周
辺
住
民
と
の
共
用
を
前
提

と
し
た
集
会
所
が
あ
る
。

自
治
会
同
士
で
情
報
共
有

八
雲
区
自
治
会
は
、
団
地

が
地
域
か
ら
孤
立
し
な
い
よ

う
、
集
会
所
の
共
同
利
用
や

地
域
行
事
を
通
じ
た
交
流
に

取
り
組
む
予
定
だ
。
早
期
に

同
自
治
会
の
ひ
と
つ
の
班
と

し
て
編
入
で
き
る
よ
う
、
住

民
自
治
の
立
ち
上
げ
支
援
も

行
う
方
針
。

具
体
策
に
つ
い
て
は
、
住

宅
団
地
３
か
所
の
う
ち
最
も

早
い
昨
年
９
月
に
入
居
開
始

と
な
っ
た
六
軒
町
裏
団
地
（
８

戸
、
す
べ
て
１
戸
建
て
）
の

事
例
を
参
考
に
し
た
い
考
え
。

同
団
地
が
あ
る
５
の
２
区
自

治
会
（
２
６
７
世
帯
）
と
の

情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
入

居
者
と
の
効
果
的
な
交
流
方

法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進

秋田県

太平洋

岩手県

福島県

宮城県
涌谷町
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涌
谷
町
は
、
県
北
部
内

陸
に
位
置
、
東
側
で
石
巻

市
に
接
す
る
。
人
口
は
、

２
０
１
５
年
１
月
末
時

点
で
１
万
７
１
５
５
人

（
５
９
７
５
世
帯
）。
高
齢
化

率
は
29
・
６
％
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震

度
６
強
の
強
い
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
、
死
者
１
人
、
家
屋
全

半
壊
８
７
９
戸
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
（
県
危
機
対
策
課

ま
と
め
）。

プ
レ
ハ
ブ
型
の
仮
設
住
宅

は
な
く
、
町
営
住
宅
の
空
き

家
と
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど

が
、
賃
貸
住
宅
借
り
上
げ
方

式
の
仮
設
住
宅
、
い
わ
ゆ

る
「
み
な
し
仮
設
住
宅
」
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
１

月
末
時
点
で
み
な
し
仮
設
住

宅
に
暮
ら
す
人
は
、
93
世
帯

２
０
１
人
。
う
ち
町
内
被
災

者
は
34
世
帯
58
人
で
、
残
り

59
世
帯
１
４
３
人
が
、
気
仙

沼
市
、
石
巻
市
、
東
松
島
市
、

女
川
町
な
ど
沿
岸
市
町
か
ら

の
避
難
者
。
一
部
、
登
米
市

な
ど
内
陸
部
や
岩
手
県
大
船

渡
市
な
ど
県
外
か
ら
の
避
難

者
も
い
る
。

町
営
・
民
間
別
に
入
居
状

況
を
見
る
と
、
町
営
が
32
世

帯
54
人
で
、
う
ち
町
内
被
災

者
は
20
世
帯
30
人
。
65
歳
以

上
は
22
人
で
全
体
の
41
％
。

民
間
は
61
世
帯
１
４
７

人
で
、
８
割
近
い
47
世
帯

１
１
９
人
が
、
沿
岸
部
な

ど
か
ら
の
避
難
者
。
高
齢

者
の
割
合
は
不
明
。

町
か
ら
沿
岸
部
へ
は
、

ア
ク
セ
ス
が
良
い
（
国
道

１
０
８
号
石
巻
街
道
、

Ｊ
Ｒ
石
巻
線
が
町
内
を
通

る
）。
沿
岸
部
に
職
場
を
持

ち
な
が
ら
町
内
に
定
住
す

る
人
も
出
て
き
て
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
は
、
３

か
所
に
計
48
戸
。
う
ち
１

か
所
８
戸
は
昨
年
９
月
に
、

残
り
の
40
戸
は
今
年
４
月

以
降
に
入
居
開
始
。
48
戸

の
う
ち
35
戸
は
、
町
外
か

ら
の
避
難
者
が
入
居
す
る

見
通
し
（
１
月
末
時
点
推

定
）。 宮

城
県
涌
谷
町

ま
ち
デ
ー
タ

め
る
。

同
じ
く
４
月
以
降
入
居
開

始
の
中
江
南
団
地
（
12
戸
［
１

戸
建
て
８
戸
、
長
屋
タ
イ
プ

２
棟
４
戸
］）
が
立
地
す
る
日

向
自
治
会
（
１
７
５
世
帯
）

で
も
、
八
雲
区
同
様
の
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
る
。
日

向
区
は
従
来
、
自
治
会
が
組

織
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
区

が
住
民
自
治
を
所
管
し
て
い

た
。
災
害
公
営
住
宅
の
立
地

を
き
っ
か
け
に
、
２
月
22
日

の
住
民
総
会
で
自
治
会
設
立

を
決
定
。
こ
れ
に
よ
り
、防
災
・

環
境
・
教
育
・
文
化
・
健
康
・

福
祉
な
ど
住
民
活
動
の
分
野

横
断
的
な
連
携
が
密
に
な
り
、

入
居
者
支
援
の
態
勢
を
取
り

や
す
く
な
る
と
見
ら
れ
る
。

同
26
日
に
は
、
こ
れ
ら
３

地
区
の
自
治
会
役
員
や
民
生
・

児
童
委
員
ら
住
民
リ
ー
ダ
ー

８
人
が
、
災
害
公
営
住
宅
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
初
の
情

報
交
換
を
行
っ
た
。

会
場
は
、
社
協
事
務
局
が

あ
る
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設

「
ゆ
う
ら
い
ふ
」
内
の
会
議
室
。

参
加
者
は
、
八
雲
区
の
白

岩
文
夫
自
治
会
長
（
行
政
区

長
）、
相
澤
康
夫
副
会
長
、
青

木
貴
子
民
生
・
児
童
委
員
、

小
野
寺
保
見
地
域
福
祉
会
長
、

５
の
２
区
の
菊
地
三

善
行
政
区
長
、
中
澤

弘
自
治
会
長
、
和
泉

光
秋
民
生
・
児
童
委

員
、
日
向
区
の
安
部

登
行
政
区
長
。
町
社

協
の
職
員
も
出
席

し
た
。

こ
の
な
か
で
、
５

の
２
区
自
治
会
長
の

中
澤
さ
ん
は
、
昨
年

９
月
以
降
に
六
軒
町

裏
団
地
で
取
り
組
ん

だ
交
流
事
業
を
報

告
。
ま
ず
、
入
居
開

始
の
時
期
に
合
わ
せ

て
周
辺
住
民
と
共
同

で
団
地
敷
地
内
緑
地
の
除
草

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
、
戸

別
訪
問
を
行
っ
て
参
加
を
促

し
た
。
続
い
て
10
、
12
月
に

芋
煮
会
や
懇
談
会
を
開
催
、

入
居
者
同
士
や
地
域
住
民
と

の
交
流
を
推
し
進
め
た
。
こ

う
し
た
活
動
の
準
備
は
、
入

居
開
始
の
半
年
ほ
ど
前
か
ら

始
め
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、

み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者

支
援
の
経
験
を
踏
ま
え
て
決

め
た
。

中
澤
さ
ん
は
、「
町
民
は
心

配
い
ら
な
い
と
思
う
が
、
遠
方

か
ら
の
避
難
者
は
、
孤
立
し
な

い
よ
う
し
っ
か
り
支
援
す
べ

き
。
永
住
を
決
意
し
て
く
れ
た

人
た
ち
を
失
望
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。
早
く
町
に
溶
け
込
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ

の
側
か
ら
積
極
的
に
交
流
の

働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
重

要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

被
災
者
が
溶
け
込
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
は
、
誰
に
と
っ

て
も
住
み
よ
い
地
域
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
は
ず
。
ま
た
、

自
治
会
や
住
民
に
よ
る
自
発

的
、
主
体
的
な
取
り
組
み
は
、

被
災
者
に
地
域
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
、
自
立
を

あ
と
押
し
す
る
力
と
な
る
に

違
い
な
い
。
木

災害公営住宅が立地する３地区の自治会役員らが、入居者の受け入れを巡って
情報交換をするために集まった（高齢者福祉複合施設「ゆうらいふ」内）
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Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
被
災
３
県
を
中
心
に
全

国
か
ら
計
33
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
９
件

（
９
団
体
）
が
書
類
選
考
で

入
選
、
２
月
15
日
の
本
選
に

出
場
し
た
。

　

見
事
大
賞
の
栄
冠
を
得

た
の
は
、
福
島
県
二
本
松

市
の
「
大お

お
だ
い
ら平
北
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
次
ペ
ー
ジ
に
記

事
）。
準
大
賞
に
は
、
岩
手

県
陸
前
高
田
市
の
「
北
限

の
茶
を
守
る
気
仙
茶
の
会
」

が
選
ば
れ
た
（
次
号
に
記
事

掲
載
予
定
）。
両
者
に
は
そ

れ
ぞ
れ
賞
金
10
万
円
、
３
万

円
と
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

本
選
会
場
と
な
っ
た
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

１
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ

ア
に
は
、
お
よ
そ
２
０
０
人

の
観
客
が
詰
め
か
け
、
入
選

者
に
よ
る
取
り
組
み
内
容

の
発
表
を
見
守
っ
た
。

　

発
表
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
た
写
真
や
動
画

に
よ
る
活
動
紹
介
の
ほ
か
、

実
演
も
行
わ
れ
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
寸
劇
、

踊
り
を
披
露
す
る
団
体
も

あ
っ
て
、
観
客
席
か
ら
は
盛

ん
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら

れ
た
。

　

審
査
は
、
審
査
委
員
に
よ

る
採
点
と
、
観
客
の
反
応
の

２
段
階
で
行
わ
れ
た
。

　

審
査
委
員
の
採
点
は
、
①

お
ら
ほ
度
（
特
徴
や
思
い

が
表
現
さ
れ
て
い
る
）
②

お
も
せ
度
（
内
容
が
お
も

し
ろ
い
）
③
の
さ
る
度
（
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

ノ
リ
の
良
さ
）
④
お
が
る
度

（
発
展
性
）
⑤
い
が
す
度
（
直

観
に
訴
え
る
魅
力
）
─
─
を

基
準
と
し
た
。

　

観
客
に
は
、「
い
が
す
」

専
用
う
ち
わ
が
配
ら
れ
た
。

気
に
入
っ
た
発
表
や
活
動

が
あ
れ
ば
、
う
ち
わ
を
振
っ

て
応
援
の
意
思
を
示
す
。
う

ち
わ
が
ど
の
程
度
振
ら
れ

た
か
が
、
審
査
の
加
点
要
素

と
な
っ
た
。

　

審
査
発
表
と
表
彰
式
の

あ
と
は
、
出
場
者
、
観
客
、

審
査
委
員
ら
が
自
由
に
交

流
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、

こ
ち
ら
も
多
く
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
い
き
い
き
と
し
た
輝

き
で
彩
る
お
茶
会
や
サ
ー

ク
ル
活
動
、
ま
ち
お
こ
し

な
ど
の
取
り
組
み
を
顕
彰

す
る
「
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ 

第
２
回
い
が
す
大
賞
」

（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
２

月
15
日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
（
宮
城
県
仙
台

市
青
葉
区
）
で
開
か
れ
た
。

　
「
Ｓ
」
は
「
支
え
合
い
」

の
頭
文
字
、「
い
が
す
」
は

「
い
い
ね
」「
了
解
」
と
い
っ

た
意
味
の
方
言
か
ら
取
っ

た
。「
イ
カ
す
」（
素
敵
、か
っ

こ
い
い
）
に
も
か
け
て
い

る
。

　

被
災
地
で
は
、
住
民
同

士
が
交
流
し
支
え
合
う
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、

地
域
づ
く
り
の
優
れ
た
ヒ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

同
グ
ラ
ン
プ
リ
の
狙
い
は
、

そ
う
し
た
活
動
を
掘
り
起

し
、
称
え
、
広
く
発
信
す

る
こ
と
だ
。

　

応
募
者
、
入
賞
者
の
「
い

が
す
」
ア
イ
デ
ア
と
実
践

を
、
今
号
か
ら
連
載
形
式

で
紹
介
し
て
い
く
。
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観
客
も
審
査
・
交
流
に
参
加 
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「
S-

1
グ
ラ
ン
プ
リ 

第
２

回
い
が
す
大
賞
」
で
栄
え
あ

る
大
賞
に
輝
い
た
の
は
、
福

島
県
二
本
松
市
で
活
動
す

る
「
大
平
北
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」。
休
耕
田
を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

大
平
北
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
１
０
０
人
ほ
ど
の
有
志

者
に
よ
っ
て
、
２
０
０
７
年

の
春
に
設
立
。
農
業
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
、

農
業
施
設
の
維
持
管
理
や

将
来
の
地
域
環
境
に
関
す
る

問
題
意
識
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
。

　

設
立
後
、
農
業
施
設
の
維

持
管
理
の
た
め
に
、
用
排
水

路
の
設
置
や
改
修
工
事
、
農

道
の
砂
利
敷
き
な
ど
を
自
力

で
行
っ
た
。
地
域

づ
く
り
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、

花
壇
整
備
、
生
き

物
調
査
、
水
質
調

査
、
休
耕
田
の
再

活
用
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

休
耕
田
の
活
用

は
、「
田
ん
ぼ
の

楽
校
」と
称
さ
れ
、

09
年
５
月
か
ら

実
施
。
観
光
施

設
「
安
達
ヶ
原

ふ
る
さ
と
村
」

に
隣
接
す
る

休
耕
田
を
よ

み
が
え
ら
せ
、

景
観
を
確
保

し
た
。

　

地
元
の
小
学
生
と
と
も

に
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、
自

然
乾
燥
、
脱
穀
な
ど
を
昔
な

が
ら
の
方
法
で
行
う
。
収
穫

祭
で
は
、
精
米
し
た
も
ち
米

を
せ
い
ろ
で
蒸
か
し
、
杵き

ね

と

臼う
す

で
も
ち
を
つ
く
。

　

11
年
３
月
、
震
災
や
原
発

事
故
に
よ
り
生
活
環
境
が
激

変
。
子
ど
も
た
ち
の
野
外
活

動
自
粛
も
あ
り
、
活
動
が
危

ぶ
ま
れ
た
。

　

浪
江
町
か
ら
二
本
松
市
に

避
難
し
て
き
た
人
た
ち
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
田
ん
ぼ

の
楽
校
は
同
年
秋
に
活
動
を

再
開
し
た
。
浪
江
町
か
ら
移

り
住
ん
で
い
る
人
た
ち

も
事
業
に
加
わ
り
、
今

年
度
の
収
穫
祭
で
は
、

も
ち
や
郷
土
料
理
の
ざ

く
ざ
く
汁
５
０
０
人
分

を
無
料
で
ふ
る
ま
っ

た
。

　

一
連
の
共
同
作
業
を

通
じ
て
、
老
若
男
女
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
。
同
時
に
、
浪

江
町
の
人
た
ち
は
、
二

本
松
市
で
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
浪
江
町
も
二
本
松
市
も
、

震
災
や
原
発
事
故
な
ど
に
よ

り
、
二
重
三
重
の
苦
し
み
を

背
負
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

者
ど
う
し
が
、
前
に
進
も
う
、

前
に
進
も
う
と
い
う
気
持
ち

で
活
動
し
て
い
る
」
と
代
表

の
浅
川
吉よ

し
じ寿
さ
ん
は
語
る
。

　

S-

1
で
は
、
田
ん
ぼ
の
楽

校
の
米
で
つ
く
ら
れ
た
も
ち

が
、
審
査
委
員
や
観
客
に
ふ

る
ま
わ
れ
た
。
そ
の
も
ち
は
、

二
本
松
市
と
浪
江
町
の
人
た

ち
の
、
苦
楽
を
と
も
に
す
る

支
え
合
い
の
象
徴
の
ひ
と
つ

と
し
て
堪
能
さ
れ
た
。
清

受賞理由
立場や思いを超えて、内陸部の人と
沿岸部の人が一緒に活動するととも
に、それを多くの人に伝える取り組
みに感動しました。この活動を、県
内一円、さらには全国に広げるべく、
これを称え賞します。

応募者紹介 

大
おおだいら

平北部ネットワーク
（福島県二本松市）
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岩手県
一関市

秋田県

青森県

宮城県
山形県

太平洋

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

◎社会福祉法人一関市社会福祉協議会

心も体もあったまる 
温泉交流会に避難者６９人

岩
手
県
一
関
市
で
避
難
生
活

を
送
る
被
災
者
が
、
市
内
の
温

泉
で
食
事
や
入
浴
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
親
交
を
深
め
合
う
「
日
帰

り
温
泉
交
流
会
」
が
、
２
月
11

日
開
か
れ
、
岩
手
・
宮
城
両
県

沿
岸
部
な
ど
か
ら
の
避
難
者
69

人
が
参
加
し
た
。
主
催
は
、
一

関
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

温
泉
交
流
会
は
、
一
関
市
社

協
が
毎
月
１
回
開
く
「
ふ
る
さ

と
お
茶
っ
こ
交
流
会
」
の
特
別

企
画
で
、年
に
１
回
、同
市
厳げ

ん
び美

町
の
温
泉
旅
館
で
開
か
れ
る
。

今
回
が
３
回
目
。
市
内
各
地
を

発
着
す
る
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ

れ
、
足
の
不
自
由
な
人
や
自
家

用
車
を
持
た
な
い
人
も
参
加
し

や
す
い
。
こ
の
た
め
、
年
に
１

度
の
交
流
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
が
多
い
。
沿
岸
自

治
体
の
社
協
の
生
活
支
援
相

談
員
ら
も
出
席
す
る
こ
と
か

ら
、
避
難
者
と
郷
里
の
支
援
者

が
つ
な
が
る
貴
重
な
場
に
も

な
っ
て
い
る
。　

参
加
は
２
度
目
と
い
う
気
仙

沼
市
出
身
の
女
性
（
75
歳
）
は
、

「
こ
こ
に
は
故
郷
の
人
が
大
勢

集
ま
る
か
ら
い
い
で
す
ね
。
温

泉
に
も
入
れ
る
し
、
お
い
し
い

食
事
も
い
た
だ
け
る
の
で
、（
開

催
を
）
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

参
加
者
は
、
気
仙
沼
市
の
出

身
者
が
42
人
で
最
も
多
く
、
以

下
、
陸
前
高
田
市
18
人
、
大
船

渡
市
４
人
、
仙
台
市
２
人
、
石

巻
市
・
宮
古
市
・
山
田
町
が
各

１
人
と
続
く
。

市
外
か
ら
の
避
難
者
数
は
、

２
月
１
日
時
点
で
６
０
４
世
帯

１
２
３
４
人
。
こ
の
う
ち
、

気
仙
沼
市
か
ら
４
２
７
世
帯

８
５
４
人
、
陸
前
高
田
市
か
ら

は
73
世
帯
１
５
１
人
が
避
難

し
、
こ
の
２
市
で
全
体
の
８

割
以
上
を
占
め
る
。
気
仙
沼
市

の
避
難
者
が
多
い
の
は
、
同
市

の
被
災
者
向
け
仮
設
住
宅
が
、

一
関
市
内
２
地
区
に
計
３
２
０

戸
あ
る
こ
と
も
大
き
い
（
入
居

１
９
０
戸
２
５
６
人
※
２
月
１

日
時
点
）。

一
関
市
社
協
の
地
域
福
祉
課

長
・
菅
原
敏さ

と
しさ
ん
は
、「
お
茶
っ

こ
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
避
難

者
同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

移
動
や
買
い
も
の
で
助
け
合
っ

た
り
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
を
結

成
す
る
な
ど
の
動
き
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
支
え
合
い
は
、

ま
ず
仲
間
づ
く
り
か
ら
で
す
。

今
後
も
交
流
の
創
出
に
は
力
を

注
ぎ
た
い
」
と
語
る
。
交
流
会

な
ど
の
避
難
者
支
援
は
、
今
年

度
も
継
続
す
る
予
定
だ
。

24回目

参加者同士まずは自己紹介 沿岸自治体の社協職員が踊りを披露 沿岸被災地で回収された写真の返却会も

市民リレー

社会福祉法人
一関市社会福祉協議会

〒021-0887
岩手県一関市城内１-３６
一関市総合福祉センター
TEL 0191-23-6020
FAX 0191-23-6024

URL http://www.ichinoseki-shakyo.com

DATA

木

今回は・・・
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

人間を・住民をどう観るか？ ②
～「住民主体」と「地域福祉」の視点から～

ひとりごと

住民を地域で暮らす一人の生活者、人生の主人公、
力を内在する“主体者”として観ることの大切さを、
前回書きました。

私は、長い間、ある市の社会福祉協議会（以下、社
協）の福祉活動専門員として勤務しました。社協は、
民間の立場から地域福祉を推進するという社会的使命
を持った専門機関です。そして社協には、“住民参加・
住民主体”とい活動原則（理念）があります。私が、
32 年間という長きにわたり社協に勤務できたのは、
組織が掲げる崇高な使命と“住民参加・住民主体”と
いう活動原則の魅力に心底惚れていたからだといって
も過言ではありません。

福祉の仕事は、人の幸せを願って行うものです。人
は、誰もが心の深いところで「幸せに生きたい」「人
間らしく生きたい」「より良く生きたい」と願って生
きていると思います。私の場合は、人間らしく生きた
い。人生の最後まで主体的に、生き生きと生きたい。
との思いが強くありました。

そのことを障がいを持つ人や高齢の人など何らかの
ハンディを抱える人に置き換えて、地域の誰もが「住
み慣れた地域で人間らしく、生き生きと暮らせること
ができる地域づくり」が、仕事でも地域でも目指す目
標としていました。

そうした地域づくりを行う主体は、そこに住む住民
自身であり、住民の活動をサポートしていくのが社協
や行政、ＮＰＯなどの組織の役割だと思います。

コミュニティが弱くなった被災地や高齢者、単身世
帯が多い災害公営住宅や地域で、どうすれば住民主体
の支え合い活動ができるのか？ 乗り越えていく施策
をみんなで考えていく必要があります。

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

サ ポ ー タ ー の あ な た へ
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

スーパー公務員 !?

春になると、世の中の雰囲気も明るくなるのは北国
ならではの想いです。とは言え、人事異動で、せっか
く関係性ができていた人財との別れは、仕事上のこと
を超えて、残念に思うことがよくあります。

この春、忘れられない人財との別れがありました。
「お役人」にしては生臭いところに拘っていた方です。
震災復興のため仙台に単身赴任で来られ、市町やサ
ポートセンター、ＮＰＯなど多くの人たちとフラット
な関係を意識された仕事ぶりは、GOOD でした。

声をかけると、どこにでも行動をともにし、被災地
の「今」を共有してくれました。基本、私は「お役人」
という人種は苦手です。関係性をどのように築いたら
よいか、と面倒くさいことを気にしたくないからです

（失礼）。けれど、この人と接して、「お役人」も同じ
人間であったと再認識。言わせてもらえば「いい奴」
でした。スーパー公務員というイジリ（？）にもめげ
ずに、サポセンの従事者を支えることにご尽力いただ
きました。まだ道半ばなので、戻られると困るのです
が、単身赴任が続くことで、家庭内に私同様「居場所」
がなくなるとかわいそうなので、勘弁してやります。

復興に向けての取り組みが遅々として進まない実感
をもつ者として、特にハードよりソフト面での整備の
遅れが気になっています。

それゆえ、現場の声を政策的に反映する役割を担う
存在の責任は重大です。現場から突き上げられながら
も、施策に反映していくことを厭

いと

わなかった姿勢に感
謝しています。そして、飲むと面倒くささが顕著であっ
たことが懐かしく思い出されます。なので、忘年会に
は必ず出席の命を下しています。よろしく。

 サポートセンター行脚



16月刊 地域支え合い情報　VOL.32　2015.4

発行日：2015年4月20日

編集●東北関東大震災・共同支援ネットワーク地域支え合い情報編集委員会　発行●特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  宮城県仙台市青葉区木町16番30号シンエイ木町ビル1F  TEL022-727-8730 FAX022-727-8737
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  E-mail joho@clc-japan.com  URL http://www.clc-japan.com/

月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 32号
バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

本紙 31 号 16 ページに掲載した「岩沼市復興支援センタースマイル」（宮城県岩沼市）の
記事中、 地図の表示位置が誤って宮城県北東部の「女川町」になっていました。 正しくは同
県南東部の「岩沼市」です。お詫びして訂正します。

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc- japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告 特集「みんなの『たまり場』をつくる・見つける」

読 者 の 声

「地域包括ケア」という言葉を耳にするようになってきましたが、それがどのよ
うなものなのか、あまりよくわかりませんでした。30 号の地域包括ケアに関す
る記事を読んで、以前よりも具体的なイメージができるようになりました。自分
の住む地域の包括ケアについても、調べてみようかなと思います。（仙台市宮城
野区　S・S）

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？

購読会員　年3,696 円（年12 回、送料込み）

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

◎お振込先　　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、

①お届け先の住所　と　②何号からの購読申込み
を記入してください。

場
の
力

集
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
力

栃
木
県
◎
栃
木
避
難
者
母
の
会
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も
に
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
栃
木
県

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
交
流
会
や
、

福
島
県
で
暮
ら
す
人
と
自
分
た
ち
が

相
互
理
解
す
る
た
め
の
「
栃
木
県
福

島
県
お
た
が
い
様
交
流
会
」
な
ど
を

定
期
的
に
開
催
し
て
き
た
。

メ
ン
バ
ー
の
大
山
香
さ
ん
は
２
児

の
母
。
自
宅
の
あ
る
福
島
市
か
ら
、

夫
の
通
勤
の
便
を
考
え
て
宇
都
宮
市

に
家
族
で
避
難
し
て
き
た
が
、
先
の

見
え
な
い
暮
ら
し
に
孤
立
感
と
自
己

責
任
の
重
圧
を
感
じ
た
。
そ
ん
な

中
、
避
難
者
支
援
を
行
う
「
と
ち
ぎ

暮
ら
し
応
援
会
」
の
訪
問
支
援
員
募

集
を
知
り
、
2
0
1
2
年
６
月
か

ら
2
0
1
4
年
３
月
ま
で
訪
問
支

援
員
と
し
て
活
動
し
た
。
故
郷
の
避

難
者
を
訪
ね
る
な
か
で
、
高
齢
者
が

日
々
弱
っ
て
い
く
姿
や
、
自
主
避
難

の
母
親
た
ち
の
苦
悩
を
知
り
、
本
気

で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
こ
と
が
、
当
事
者
目
線
で
の

会
の
立
ち
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。
開

設
し
た
ブ
ロ
グ
を
と
お
し
て
、
避
難

者
登
録
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
た
ち

が
交
流
会
に
参
加
し
、
互
い
の
悩
み

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
。「
悩
ん
で
い
る
の
は

あ
な
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
同
じ
境
遇
の
人
た
ち
に
届
け
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
過

し
た
が
、
全
国
に
は
約
22
万
９
千
人

も
の
避
難
者
が
い
る
。
そ
の
な
か
に

は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
る
避
難
者
が
含
ま
れ
る
。「
栃
木

避
難
者
母
の
会
」
は
、
栃
木
県
内

に
避
難
し
て
き
た
母
親
２
人
が
、

2
0
1
3
年
春
に
立
ち
上
げ
た
。

強
制
避
難
か
自
主
避
難
か
で
分
け

ら
れ
、
さ
ら
に
強
制
避
難
地
域
で
の

区
域
編
成
や
自
主
避
難
で
の
放
射
能

へ
の
感
受
性
に
よ
り
、
多
様
に
立
場

を
分
け
ら
れ
が
ち
な
原
発
避
難
者

は
、
各
家
庭
・
個
人
の
問
題
と
み
な

さ
れ
、
孤
立
し
や
す
い
。
故
郷
を

失
っ
た
喪
失
感
や
悔
し
さ
、
復
興
政

策
に
対
す
る
違
和
感
な
ど
の
思
い
を

吐
き
出
す
場
も
な
い
。
そ
こ
で
、
当

事
者
同
士
で
思
い
を
共
有
す
る
と
と

い
と
考
え
、「
母
の
会
新
聞
」も
発
行
。

避
難
者
同
士
、
栃
木
の
支
援
者
同
士

が
つ
な
が
り
、
信
頼
関
係
を
築
け
た

こ
と
は
大
き
な
財
産
だ
と
、
大
山
さ

ん
は
話
す
。

今
年
３
月
に
は
、
宇
都
宮
大
学
国

際
学
部
付
属
多
文
化
公
共
圏
セ
ン

タ
ー
の
福
島
乳
幼
児
・
妊
産
婦
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
F
S
P
）
と
と
も

に
、
福
島
県
か
ら
栃
木
県
へ
の
避
難

記
録
の
証
言
集『
原
発
避
難
を
語
る
』

を
発
行
。
避
難
を
続
け
る
人
、
地
元

に
帰
っ
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者

が
抱
え
る
問
題
が
個
別
化
し
、
深
刻

化
し
て
い
る
様
子
を
社
会
に
発
信
す

る
。「
発
足
時
の
目
標
だ
っ
た
２
年

間
の
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

で
き
る
範
囲
で
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
す
大
山
さ
ん
。
当
事
者
の
経
験

と
切
実
な
思
い
が
、
未
来
に
活
か
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

栃
木
避
難
者
母
の
会

ブ
ロ
グ

http://am
eblo.jp/tochigihinan/

『
原
発
避
難
を
語
る
』
は
非
売
品
で
す

が
、
先
着
２
名
様
ま
で
、
送
料
３
０
０
円

負
担
で
希
望
者
に
お
譲
り
し
ま
す
。
希
望

者
は
編
集
委
員
会 

０
２
２
ー
７
２
７
ー

８
７
３
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
D
ATA

購 読 者 を 募 集 し て い ま す ！

【おわびと訂正】


